
「対応方法」「手続」「悩ましいポイント」を 62の Q&Aで解説！ 
 
■関係者の納得の下、スムーズに手続を完結 
関係者が納得し、速やかに遺言者の遺志を実現する手続を進められるように、場面ごとの設問を

設けて実務上の留意点を解説しています。判断根拠が明確になり、確認作業や追加調査の時間

が短縮できます。 

 
■執行者の悩みに即答 
遺言書の読み解き方から、特殊ケースの執行手続、遺留分・懲戒請求への配慮まで、“周辺”も含

め、実務でつまずきやすい点を解説しています。遺言書保管法や民法（相続法）の改正にも対応

しています。 

 
■「やるべきこと」と「やらなくてもいいこと」がわかる 
遺言執行者として動く中で悩みがちな「どこまで関与すべきか」を明確にしているため、役割と責

任の"適正な線引き"ができます。 
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